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わたしはここで産業革命直前の 18世紀中期 マユュフ rクチュア段階最
終期のイギリ旦綿業マ三ュファクチュアの企業構造を説明することとするが，
マユムブァグチ品 7段階の企業構造を説明するためには，イギリス綿業でな〈




綿業はもともとイ y F-の伝統産業であって， ほぽ 12世紀中頃にイタリーに
移植されてヨーロッパ大陸にひろがったが， それは 16世紀中頃大陸からの避
難民によってふるい羊毛工業都市ノーリッチに移されて 16世紀と 17世紀と
の交にようやくリフツレ河以南のラ γヵシャ南部に定着した (Unwm，G.， Introー
duction， In D師団Is，G. W.， The Early English Cott叫 lndust叩， 1920， pp. xxi 





1) ベインズは，嗣業のイタリー への帯植を 14世紀初期としたが (Baines，E.， Histo叩 υ!fthe 






ところで，こうしてラ y カY ャに定着した綿業は，毛織物がイギリ月産の羊
毛を加工した純粋の「国産」であるのに反し，原料を輸入したは、かりでなく，イ
ソドのキャラコやそ月リ γ とはちがっていた。インドの綿織物は経・緯ともに
綿糸をつかった純粋の綿織物であったが， rマγチェスタ 製品JManchester 
goodsは緯には綿糸，経に多くは麻ときに毛をつかった麻綿または毛綿交織物
であって(さしあたり D田liels，噌 cit.，pp. 26-29)"1:).ヨー ロヅパ人の手工技術で
は強い経糸綿糸をつくることができず，イギリスへのイ Y ド綿布とくにキャラ
コの輸入は増加をつずけた。己れに脅威を感じた羊毛工業者はインド(ベノレシ
ャ・中国〉からの捺染キャラコの輸入を禁止する1700年の法律 (11& 12 William 
!I， C. 10)壱通過させたが， この措置はイ νドから白生地を輸入してロ γ ド
γ で捺染するという新しい方向を発展させただけで， 1718~19 年の 1 年間イソ
ドから輸入されロ Y ドソで捺染されたキャラョ 162万ヤードのうち， 97万が扇
内で消費される有様であった。かれらはそこで， 1721年にー切の捺染キャラコ
壱，それがイ γFで捺染されようとイギりスでなされようと，使用し着用する
ことを禁止する法律 (7Geo'ge !， C. 7)を通過させた。 ラYカジャ綿業は 18
世紀はじめにイ γ ド綿布をしめだして園内市場を独占して，イ Y ド綿布にかわ
る代替品産業として発展できるようになった。 さらに， これにさきだっ 1712
"ホ ν
年には捺染麻織物1ヤード当り 3ベγス・捺染キャラコ 1%ベ yスの消費
税 (10Anne， C. 19)， 1714年にはそれを 2倍にし (12Anne. C. 9)，捺染プア
見チア Yは麻織物にいれられたが， 1736年にはファスチア γは麻織物と法定さ
れた (9George II. C. 4)。 マ Yチェスター製品はイギリスで市民権を確立し




イギリス綿業マユュファタチュアの合業構造 (157) 3 
た (Wad同 lorth，A. P.， and Mann， J.D. L.， The Cott側 Tradeand Indt川町al
La旬cashi凧 1600-1780，1931， pp. 132-40 以下 M-Wと略記。なお法的規制の歴史
については Baines，E.， Histoη of Cot仰 1Alanujactu加，1835.Chap. XIV参照〉。ラ
ンカジャ綿業は 18世紀はじめにその基礎を確立したといえよう。 1700年以降
ポ'" l' の発展壱みると 10 ヵ年平均の綿花純輸入量は 1700~1709 年の 115 万封度か
ら1750-59年 281万， 1760-69年 356万， 1770~79 年 480 万s 産業革命がそ
の偉力をあらわしはじめた 1780-89年には実に 1552万に増加し (Mitchell，B 
H.， Abstract of British H~storical Statistics， 1962， pp. 177-8から算出)，マ Yチェ





ャ綿業は麻糸の多くをドイツとアイルラ γ ドから，綿花をはじめはレヴァ γ ト，
のちには西イ y ド諸島とレずァ y トから輸入した。 1750年の綿花の輸入 230
方封度のうち，西イ V ド諸島から 112万 vヴァントから 108万で (Mitchell，




7000，アフリカ3万 9000にわかれていたが (W-M.p. 146)， さらに大量のイ γ
ド産自生地綿布がロゾドγで捺染されて再輸出され， 1773年の輸出綿・麻製品
265万ヤードのうち，再輸出イ Y ド捺染キャラコはイギリス製品 20万に対して





























3) ウアズウァーλ とマンはj ランカシヤ綿業にとっての担融貿易の役割をくりかえし強調してい
る(引用頁のほか， pp. 148-60， 185-6)。




















必要になり多くの震を用意しなければならなくなれ さらにケイ JohnKay 
の飛持が持箱運動の改良によって 1760年頃羊毛工業から綿業に普及すると，
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Thc. Early E吋 lishCotton Ind山町タ， pp. 67_9; Wadsworth and Mann， The Cotton 





















small country employerであったが，これら 2つの織布工は，こうして織っ
た製品壱ポノレト γ市場でまたディーラーにうってディーラ から信用をうけた
原料代を支払った(W-M，pp. 29-39，とくに p.3乃。ところが， 17世紀も末になり
綿業が発展してくると，前期のディーラーにかわってり不ソ・ドレーパー linen
draperがあらわれ， ドνーパーは， 一方では以前にまして紡績工， 織布工
(前期の fusLianw巴aver)に原料壱支給して賃加工させたばかりでなく， 他
方では農村製造業者 countrymanufacturer (前期の fu:;.tianmaker)から綿





が (ν ューν 『ロシアにおける資本主義の発展.1， ~レーニン全集』第 3 巻， 376-77頁)，
その支配はなお売買または交換としづ形式を通じてであり，独立自営の手工業
者との取引としづ外形をとどめている。さきに述べたように， 18世紀になると，
ラγ カV ャ綿業はV ッカリとその基礎を確立するのであるが，それとともに，旧




4) 大塚久雄民はI その論文「問屋制度の近代的形態」のなかでj ウァズウアー スとマゾの著書に
依拠して この皿asterweaverを「農村の織元」型小産業資木宗と解0，ランカνャ肺業を
民の費好する羊毛工業におけるヨークシャ型生産形態にひきなおそうとしているが(穴埋久雄
『近代資本主義の系譜Jl114-5頁) ウァズウ 7 スームマγは， a; è Jil:封~::-.それを資本主義的家
内労働者とみている。
イギリス綿業マエニアァクチュアの企業構造 (163) 9 
ははじめて独立の手工業者を資本主義的家内労働者に編成替して，ラソカジャ





地域で6日O台の織機と 3，000人の織布工壱支配した 2人の兄弟， 1750年頃 5，000





ど見あたらない。 ティー γ の巨大な小巾織物製造業者フィリップス商会 J
and N. Philips and Co は 18世紀中頃は少数の織機を自分の作業場に集中
してし、たが， 織機の大部分は周辺農村の織布工の聞に分散され， ほぽ 50年後
にはティー y周辺 300台， チー ドノレ 120台， キングスリー 50台と分散し，全





5) ウァズウアー ス正マゾの著書の紹介である中川敬 郎「イギリス産業資本の展開J高橋幸八郎
編著『近代資本主義の成立Jl1950年所収参照。
なお乎ャップマソは， 18世杷の大部分の織布工もなお独立自曹の織布工とみているが(Chapmao，
J.， The L帥 cash活向 CottonIndustry， 1904， p. 12).ダニエノレス ウ7ズウアー スとマγは17
世紀前半すでに融布工は商人製造業者の賀本主義的家内労働者であったとみる (Daniels，G 
W.， The Ea'l'ly E吋 liskCotto錦 lnd削 tγy，1920， p. 36)。わたしはここでは商人製造業の成立
過程を段階的晶程とみたn
イギリス羊毛工業ではJ 車部とくに西部地域の「商人製造業者」型織元とヨーグシャ西部の独










もっにいたった (W-M，pp. 275一向。さらにマ γチェスターの製造莱者とくに大
規模な製造業者は艶出場 calender house をつくって自分の作業場で仕上げ






るのは， 1781~95 年とくに 1790 年までのサムウェノレ・オノレドノウ Samuel 








そスリソ生監はア Yダート γとストググポートで展開され，最盛期には月 3，000
匹に達したが，かれは原料を織布工に支給して賃織させ，仕上工に仕上げさせ
た。その当時，かれはドロー・ノレーム draw100m，主主，ギヤ，綜統を所有し





ノオは 1785~86年にストックポートに漂白・捺染工場をつくれ 1791 年にはそ
こに漂白工47人〈うち女 15人).捺染工 37人〈うち女2人).そのほか染色設備
2・仕上室1で働く労働者治すいたが， さらに 1787 年には整経設備 (13~29台，
1台につき男工1人).糊付・仕上設備〔職長1人と少女81人〉をつくり，翌 1888




で，商人製造業者としての経営をつずけた (UnWIll，G.， Sa附叫 Oldkn叩 Jα吋品e












6) 製造業者の織布工との聞の原料支給ー 製品受入の具体的姿については Unwin.G.， Sam制 i
Qldknvωand th.e Arkwrights， 1924. pp. 46-48参照。なおジνジア麻織物工業についてのハウ
プトマンの戯曲「織匡」は;ある程度までj ヲシカシャ綿業にもあてはまるだろう。































イギリス綿業マエュファクチュアの企業構造 (167) 13 
1751 年 4~5 月の調査によると， マヅチェスター・サノレフォードの織機総数









市しているので，かなり過大評価されていることになる。普通広巾織機 1 台 I~
っき補助工1人をあわせ 2人が必要なので，常識的にこれを基準にして， l~ 
z台家族経営 3ι5台家族労働を中心とし職人・徒弟巷っかう小親方経営，
6台以上マ 2 ムファグチュア経営とすれば，つぎのようになる (W-M， pp. 293 
_4)←一一
家族経営 小親方経営 マニ~プ営ァクチュア桂 言十
DuLch 100皿 wc乱ve， 17戸27角 18戸 67台 14戸112台 49戸206台
linen and ch巴ckweaver 27 40 25 82 1 6 53 128 
計 44 67 43 149 15 118 102 334 
さきに述ベたように， オラ γダ織機は一時に 24本の小巾織物を織れる原始
的機械であり，小巾織物部門ではすでにマエーファクチュア経営が織機総数
の過半を集積して織布工企業 undertaker とよばれるにいたっていた (W-M，
pp. 285-6)。 ここでは，一方では，織布技術がかなりの熟練を必要としたため
に，徒弟→職人→〔織布工〕親方という手工業的秩序が親方家族壱のぞいて維
持されたが，他方ではすでにマ Z ュファクチュ 7段階に達してたれでも親方に
なれるとし寸時代がすぎ，親方になれない職人層が相当増加して，近代的賃銀






あるようにみえるが， オノレドノウの 1786~87 年の受入帳では， 家族経営261
戸 329台，小親方経営 36戸 102台，マエュファクチ斗 7経営3戸 19台となって











織布工は.10歳から 8年間徒弟奉公，さらに 8年間職人生活壱して， 26歳で結
婚して親方となったが， その後初年間自分と徒弟とで5台の議機をうこごかし
て. 56歳以後は老令と子供の独立とで1台の織機になった。あるリネ γ織布工
は， 父の家で1台の織機をうごかして 29歳で結婚・独立， 以後 2~3 台壱動
かしたが.58歳以後l台， そして 68歳後完全に没落。あるチェック織布工は
19歳の 1687 年から 1751 年まで息子と徒弟で 3~4~5 台の織機壱うごかした





































に原料商人であ。た。ところが，ラ γカジャ綿業が発展するとともに，ロ Y ド
Yやリヴァプーノレの輸入商から綿花や麻糸をかし、とって製造業者に販売する原
料商人が急増して，製造業者は製造一本に専念することになる。 rマ γチェス
ター人名録』によると， こうした原料商めは 1772年 27名・ 1773年 34名から
1781年 38名・ 1788年 55名に急増しているが， そのうち製造業をかねるもの
は 1772年の 5名から 1788年には零になコている (Wo.ds帆 >rthand Mann， ThIJ 





イノレランド糸はもう少し短い信用売であった (W-M，pp. 235-6)。 こうして製
造業者は相当ながい間原料を信用でっかうことができた。
ところで，さきにふれたように，綿花ははじめレヴァントから，のちに西イ
γ ド諸島から輸入され，輸入港は前者はロ Y ド:/，後者はリヴァプールであっ
たが， 1753年のイギリス綿花輸入量8，709Ji俵のうち実に 5，450俵がリヴァプ
ーノレ経由であって， 18世紀中期にはリヴァプーノレはイギリス最大の綿花輸入港
になっていた (W-M，p. 188)。 だが， リヴァプーノレで綿花を輸入したのはいろ
いろの植民地商品とともに綿花を少量づっ輸入する一般輸入商であって綿花輪
8) ここで原料商とし、うのは. 1773年についてみると cottonmerchaIlt 6 (うち L唱はロ γ
ドン卸商)， yarn merchant 19 (うち正名はりネン ドレー パー)， yarn and cotton mer 
chant 4. dealer in cotton weft 2. ほかに woolstapler3である (W-M，op. cit. P 
257)。
イギリス綿業マエュファタチュアの企業構造 (171) 17 
入専門商 Liverpoolcotton merchant and brokerがあらわれたのは産業革





は分離していなかった。 ラドグリプ WilliamRadcli宜は 18世紀末に「大尚
人はほとんど例外なく製造業者であったJ (Origin of Power Loorn Weaving，. 
1829， p.131， W-M， p. 250から引用)といってし、るし， 1773午の 『子 γチェス
タ 人名録』にはわずか8人の「商人」がかかげられへ そのうち 2人は外国人
であった (WM， pp， 250-1)。 製造業者白身が綿布を卸売したのであって，
1760~70 年代になってはじめて専門の輸出商 Manchester shipping mer 
chantがあらわれた (W-M，p， 237)。
リずァプーノレや北方諸港のー般輸出商も製品を輸出したが，マYチェコぇター
製品の大部分はロ γ ドγ におくられ，内需と輸出にまわされた。製造業者はそ
こで自分のパートナー・代理商またはロ Y ドソ卸商 London warehouseman 
を通じて販売したが，とくにロ Y ドY卸商は輸出・内需双方の卸商人とじて重要
な役割をはたした (W-M， pp， 236-7)。ポノレト γ のエスグリヅク HenryEscricke 
(1684-1743) の 1738~41 年の記録をみると， かれはロンド y卸商から 6ヵ
月の信用で綿花を買い，一方でそれをファスチァ γに製造するとともに，他方
ではポノレト Y地区のファスチア y ・メーカーから一部分現金と短期の手形で，
一部分原綿と交換で，製品を買い集めて，それを 3ヵ月の信用でロ γドンに売
っていた (W-M，pp， 261宜とくに 262)。こうして製造業者は普通 6ヵ月の信用
をう付て原料商から綿花を買い 3ヵ月の信用をあたえてロ γ ドンに製品を売
9) ウ7ズウアー スとマンの著書の 254頁では「商人」は9名になっているが 258 J(の表示では
8名になっている。ここでは後者にしたがっておしなお， 1773年の製品取扱商人には，このほ













者があらわれてきた。 1772年のマソチ x スターから各地への定期運送業者数は
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Daniels， op. cit.， pp. 61-5)。った (W-M，pp. 196-240; 
どけさせるようになり，


















にロ γドy との頻繁な送金関係をつくりだし，ロ γ ドYは国内金融の中心地で
あったが，製造業者のなかにはこうした為替業務を営むものもできてきた。ポ
ノレトソのマースデ y Thomas Marsdenは， ランカシャで原料販売・製造・製
品販売をいとなむリネン・ドレーパーであったが，ラ yカシャで地代・租税な
どを預ってその現金で手形を割引いたばかりでなく，ロ Y ドγへの送金手形
をとりあっかい， 1688年4月にさきだっ3年間にロ Yドγ のかれの宿の支払
総額 53，741磁のうち実に 51，736紛が為替手形の支払にあてられた (W-M，
pp. 91一向。 1771年にマンチェスター最初の銀行ピローム・シジウィック・ァ
レン・プレス銀行 Bankof Byrom， Sedgwick， Allen and Place，翌年には









1773年の鋳貨不足のときラ Y カシャとョーグ V ャの大きな製造業者は賃銀と




































力者に上昇したものが 40~50 人あり， そのうち 2人はグラア、ゴウ市長であっ
たといわれる (Chapman，S. }.， The L側 cashireCotton Industry， 1904， pp. 24→5)。
マユーファグチュ7段階の資本主義的諸関係はまだまだかたまっているとはい
えない。
